










②広久手第 30 号窯跡
 本窯跡は、市域南部の幡山区の南端、豊

田市との市境に近い標高約 150 ｍの東向

き小丘陵斜面に構築されています。平成

12(2000) 年に、愛知万博エントランスエリ

ア整備に伴う発掘調査が行われ、窯体 1 基

とそれに伴う灰原、丘陵上平坦面、土坑状遺

構が検出されました。

　現在保存されている窯体は半地下式の窖窯構

造で、天井及び煙道部は流失していましたが、

焚口から燃焼室・焼成室まで比較的良好に残存

していました。残存長は中軸で 4.2m、最大幅は

焼成室下方で 1.45 ｍで、床面傾斜は焼成室上方

で 35°となります。なお、第 30 号窯跡の南側、

小支谷を挟んだ東向き斜面には、平成元年に調

査された第 20 号窯が構築されていましたが、

現在は滅失してしまっています。

　この他、尾根上にはおそらく人工的に造成さ

れた平坦面がみられ、そこでは柱穴（ピット）

と溝が検出されました。この空間の時期や性格

は明らかにされていませんが、平坦面上では使

用痕が認められる灰釉陶器がまとまって出土し

ていることから、窯体に伴う何らかの施設があっ

たことが想定されます。

　土坑状遺構は第 20 号窯から南へ 2 ｍ付近の

場所で確認されました。地山を削平して狭い平

坦面を造成していましたが、用途は明らかにされ

ていません。この他、失敗した製品や、窯から出

た炭や焼土を投棄した灰原は、第 20 号窯跡が確

認された東向き斜面を中心に広がっており、第

30 号窯跡のある南向き斜面では明確な広がりが

確認されてませんでした。したがって灰原のほど

んどが第 20 号窯跡から排出されたもので、そう

した様相から第 30 号窯跡の操業は比較的短命で

あったと推定されています。

 　発掘調査で出土した遺物は、灰釉陶器の碗・

深
ふかわん

碗・皿・段
だんざら

皿・折
おりふちざら

縁皿・托
たく

といった碗皿類を中

心に水
すいちゅう

注・平
へいへい

瓶・小
しょうへい

瓶・広
ひろくちへい

口瓶・短
たんけいこ

頸壺・甕
かめ

など

の瓶類や、片口鉢・小鉢などの鉢類がみられます。

　本窯跡で生産された灰釉陶器の年代は、10 世

紀中葉から後葉と考えられており、この年代は、

現在瀬戸市域で生産されたやきものの中で最も古

い段階にあたることから、本窯跡が瀬戸窯で最古

の窯跡と位置付けられています。

広久手第 30 号窯跡全景
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広久手第 30 号窯跡遺構配置図
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広久手第 30 号窯跡窯体実測図

広久手第 30 号窯跡窯体全景 広久手第 30 号窯跡出土遺物
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今後のスケジュール
　＜３月＞
　 せと歴！　水南のマメナシ界隈４
　　日　時：３月３１日（土）　  午後１時 ~ 午後２時３０分

　　集合・解散場所：水南小学校駐車場

　　内　容：市指定天然記念物「マメナシ」の樹勢を回復させるために、樹木医などの

　　　　　　解説のもと、根本で小規模な掘り起こし作業を行います。

　　参加費：無料

　　★大人から小学生までどなたでも参加いただけます！

　　　申し込み方法等、詳しくは広報せと３月１日号に掲載します。

瀬戸市歴史文化基本構想ホームページ
　　　 　昨年度、策定した瀬戸市歴史文化基本構想や基本構想に関連した取り組みを

             ホームページにて掲載しています。

　　　　これまでに開催した「まちめぐり」や「学び塾」の様子を紹介するとともに、

　　　「まちめぐり」の資料をダウンロードすることができます。

アドレス：http://seto-cul.jp/rekibun/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜひ、ご覧ください。

本事業は、平成２９年度歴史文化基本構想を活用した観光拠点づくり事業

（文化芸術振興費補助金）を活用して実施しています。

主催：瀬戸市歴史文化基本構想を活用した観光拠点形成のための協議会（瀬戸市交流活力部文化課）
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